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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
近年、OpenFlow ネットワークの普及はデータセンターから広域ネットワーク、いわ



























例を使ったシミュレーションを通じて有効性を定量的に示し、また Ryu OpenFlow シ
ステム上に試作し、Mininet エミュレーション環境で動作を確認した。 

















分散を間接的に推定する。ここでも BBT 経路手法の有効性が示された。5 章では手法
の性能向上や実用化に向けた各種問題を議論し、最終章で全体を総括している。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本研究は、OpenFlow 技術が適用される全二重リンクからなるネットワークでの、品
質劣化リンクの迅速・軽量な検知・同定を目的とする。今後の社会を支えるために重要
な高信頼 OpenFlow ネットワークの実現には持続的・網羅的で迅速・軽量な品質劣化
リンクの検知・同定が不可欠であるが、一般に全リンクに対する品質劣化の定常監視は
計測パケット自体および統計情報の収集の両面からのネットワークへ余分な負荷を掛
ける点が課題になる。本論文は、提案するネットワーク協調形計測の枠組みがネットワ
ークへの負荷を抑えながらパケットロス率や遅延時間分散が高いリンクを迅速かつ正
確に検知・同定できることを、実用化への課題も合わせて示し、研究の方向性の明確化
に寄与した。中心課題は計測負荷や計測時間の低減と計測結果の正確性というトレード
オフにあり、それを考慮して、計測パケットが全リンクを一度だけ通過するマルチキャ
スト経路と、多数の内部スイッチから情報を収集して劣化リンクを同定する収集順序と
を適切に決定する。また、パケットロス率だけでなくパケット遅延時間分散が大きいリ
ンクの同定も扱える点が重要である。 
本論文に関し、調査委員から、ネットワークのリンク密度と経路設計の関係、障害リ
ンク絞り込み時のスイッチアクセス順序の最適化、経路設計パラメタの選択基準、経路
長のばらつきの原因、高遅延時間分散リンクの同定の精度、実用化に向けた課題などに
ついて質問がなされたが、いずれも著者から満足（明確）な回答が得られた。また、公
聴会においても、多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明
によって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
